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車が来ていないか、よく確認してから渡ろうね！【３月２日（木）中村保育園交通安全教室にて】
　４月は入学、入社、転勤など、みなさんが新しい生活を迎える季節です。新しい通勤、通学路での交通安
全に気を付けましょう。
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※3月定例議会において承認�
　されました。�

　

私
は
、
町
民
の
皆
様
の
信
任
を
受
け
、
中
井

町
の
最
高
責
任
者
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

き
、３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
大
切
に

し
、「
人
づ
く
り
・
道
標
づ
く
り
・
魅
力
づ
く
り
」

を
念
頭
に
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

お
か
げ
様
で
、「
小
児
医
療
費
助
成
対
象
年

齢
の
引
き
上
げ
」
や
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
「
井

ノ
口
公
民
館
駐
車
場
整
備
」
な
ど
も
完
了
し
、

計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
「
学
校
施
設

の
耐
震
化
・
改
修
事
業
」も
本
年
度
で
全
て
終
� ����������������������������������������������������������

了
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
生
活

利
便
性
向
上
と
地
域
産
業
の
活
性
化
の
た
め

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
「
砂
口
南
が
丘

線
道
路
改
良
事
業
」
も
地
権
者
を
は
じ
め
関

係
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
本
年
度
末
を

も
っ
て
供
用
開
始
の
運
び
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
が
一
層
推
進
さ
れ
る
中
、

地
域
の
特
色
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
町
民
と
の
協

働
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職

員
の
意
識
改
革
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、人
材

育
成
基
本
方
針
を
基
に
し
た
能
力
開
発
な
ど

第
四
次
中
井
町
行
政
改
革
大
綱
の
着
実
な
実

行
に
努
め
、
危
機
意
識
と
改
革
意
思
を
も
っ
て

行
財
政
改
革
に
職
員
と
共
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
年
度
は
町
の
最
上
位
計
画
で
あ

り
ま
す
「
第
五
次
中
井
町
総
合
計
画
」
の
ス
タ

ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。基
本
理
念
を「
共
生
・

安
心
・
協
働
」と
し
、将
来
像
で
あ
り
ま
す「
水

と
緑
、
人
が
き
ら
め
く　

住
ん
で
み
た
い
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
自
然
環
境
保
全
、

少
子
・
高
齢
化
対
策
、
生
活
基
盤
整
備
、
さ
ら

に
は
定
住
促
進
方
策
な
ど
の
重
点
施
策
の
着

実
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中村小・中井中学校体育館等を改修します。 小学校６年生まで医療費を無料化にします。

井ノ口保育園の移転新築準備に
取りかかります。

砂口南が丘線は
平成１８年度末開通予定です。

中井町長　尾上　信一

■
施
策
方
針

３，４００万円◎小児医療費助成事業
小児医療費助成対象年齢を小学校６年終了まで拡大します。

１億１５５０万円◎学校施設耐震補強・改修事業
中村小体育館耐震補強等、中井中体育館屋根等改修を実施します。

４１０万円◎安全監視員設置事業
小学校区に安全監視員を配置し、児童・生徒の安全を守ります。

３，９６５万円◎保育園施設整備事業
園舎施設の整備充実のほか、保育時間の延長を図り、子育て支援の充実に努めます。

４億１，７３３万円◎介護保険事業
介護保険サービス事業を充実させ、高齢者福祉の充実に努めます。

３，５００万円◎砂口南が丘線道路改良事業
平成１８年度末開通に向け、本線及び付帯工事を実施します。

３，０９０万円◎ふれあいと交流の里づくり事業
健康づくりコースや休憩施設等の整備のほか、農業振興や里山再生等の環境整備に取り組みます。

１，０６９万円◎農業振興活性化支援事業
井ノ口東農道の整備や新たにお茶栽培事業を推進します。

２億９３８万円◎生活排水整備事業
宮原地区等の下水道整備や合併処理浄化槽整備を推進します。

３０万円◎（仮称）中井誕生１００年記念事業
平成２０年は「中井」が誕生し１００年を迎えます。町民と協同して記念事業の準備をします。

■主な重点施策
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すべての会計の総予算額は��億�����万円です。

平成１８年度会計別予算額

備　　　　　考伸 率比　　　較１７年度予算額１８年度予算額会 計 名

・町税収入８，６８８万円の減
・小児医療費等扶助費２，９８９万円増
・学校施設の耐震化事業完了

△３．９％△１億６，３００万円４１億７，５００万円４０億１，２００万円一 般 会 計

・国保税収入１．３％増
・保険給付費１１．２％増
・一般会計からの繰入金７，３４５万円

２．０％１，７８５万円８億８，５３０万円９億３１５万円
国民健康保険
特 別 会 計

・医療費０．８％減
・一般会計からの繰入金５，０６９万円△０．６％△３９９万円６億１，９７１万円６億１，５７２万円

老 人 保 健
特 別 会 計

・新たに地域支援事業等開始
・介護保険料改定等により保険料収入４１．５％増
・一般会計からの繰入金１億４３６万円

８．１％３，６１１万円４億４，３８２万円４億７，９９３万円
介 護 保 険
特 別 会 計

・宮原・宮上地区整備
・一般会計からの繰入金４億３，０００万円△１１．６％△８，８４７万円７億６，１９７万円６億７，３５０万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計

・老朽管の布設替え等による施設整備
・一般会計からの繰入金２，５７０万円７．１％２，９５５万円４億１，６３１万円４億４，５８６万円水道事業会計

△２．４％△１億７１９５万円７３億２１１万円７１億３，０１６万円合 計

足柄消防組合中井分署

１億４，０９１万円◎足柄消防組合負担金

８，７１１万円◎足柄東部清掃組合負担金

１，４２７万円◎足柄上衛生組合負担金

３，２７６万円◎中井町社会福祉協議会補助金

３９２万円◎中井町生きがい事業団補助金

１，２８９万円◎中井町地域作業所補助金

■ 一 部 事 務 組 合・各 種 事 業 団 体 等 へ の 負 担

現 在 高 の 推 移

９０億�

１４年度� １５年度� １６年度� １７年度� １８年度�

９５億�

１００億�

１０５億�

１１０億�

１１５億�１１２億８，０３２万円�

１０８億６，８５７万円�

１０２億３８３万円� ９７億２，０３０万円�

９２億３，７４１万円�

借入
金

●平成１８年度現在高の内訳
１９億９，６１３万円中央公園建設事業分
７億９，９６１万円公共施設等一般事業分
４９億１，０３４万円下水道事業分
１５億３，１３３万円水道事業分

現 在 高 の 推 移

１４年度� １５年度� １６年度� １７年度� １８年度�

８億�

９億�

１０億�

１１億�

１２億�
１１億２，３８９万円�

９億４，１４８万円�

８億１，２０９万円�

１１億９，４６５万円�
１１億３８４万円�

積立
金

●平成１８年度現在高の内訳
４億６，５０７万円財源不足等補てん分
２億７，７３９万円公共施設建設事業分
３，５５９万円地域福祉施策推進分
３，４０４万円その他
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目的別の内訳
構 成 比予　算　額科 目

２４．８％９億９，３８５万円人 件 費
１５．８％６億３，２７２万円物 件 費
６．７％２億６，７４６万円扶 助 費
１０．１％４億７１７万円補 助 費 等
１３．１％５億２，５４９万円建設事 業 費
９．８％３億９，３０８万円公 債 費
１．５％６，０７６万円積 立 金
０．４％１，７２７万円投 資 等
１７．１％６億８，４２０万円繰 出 金
０．７％３，０００万円予 備 費
１００％４０億１，２００万円計

■ 主 な 事 業 と 予 算
３０万円☆チャイルドシート購入補助事業

２４万円☆男女共同参画推進事業

５７９万円☆介護予防生活支援事業

３８０万円☆障害者計画策定事業

１３９万円☆重度障害者タクシー券助成事業

１，０１８万円☆放課後児童健全育成事業

８８万円☆花いっぱい運動事業

１６７万円☆不法投棄防止事業

２，８２１万円☆各種検診等健康管理支援事業

７６万円☆転倒予防支援事業

５４万円☆樹園地活性化事業（お茶栽培導入）

７００万円☆中小企業振興融資事業

３６０万円☆美・緑なかいフェスティバル補助事業

５，９００万円☆境幹線道路改良事業

６７７万円☆地震対策支援事業

４６４万円☆外国人講師設置事業

２３０万円☆青少年ふれあい交流事業(戸沢村・洋上体験）

１５０万円☆芸術文化講演会事業

町税�
２８億２３１２万円万円�
７０．４％�

各種交付金�
５億３００万円万円�
１２．５％�

国・県支出金�
２億５５９５万円万円�
６．４％�

町税�
２８億２３１２万円�
７０．４％�

各種交付金�
５億３００万円�
１２．５％�

国・県支出金�
２億５５９５万円�
６．４％�

負担金 ４６４６万円 １．２％�

歳入�

使用料・手数料 ５８１８万円 １．５％�

繰入金 １億８２１４万円 ４．５％� その他 ４３１５万円 １．０％�
繰越金 １億円 ２．５％�

予備費等 ３０３０万円 ０．７％� 議会費 ９９５２万円 ２．５％�

歳出�

総務費�
６億３７７８万円万円�
１５．９％�

民生費�
８億３１４０万円万円�
２０．７％�

土木費�
９億０１４７万円万円�
２２．５％�

消防費�
１億８７２９万円万円�
４．７％�

教育費�
４億９１０９万円万円�
１２．２％�

公債費�
３億９３０８万円万円�
９．８％�

衛生費�
２億６３３３万円万円�
６．６％�

総務費�
６億３７７８万円�
１５．９％�

民生費�
８億３１４０万円�
２０．７％�

土木費�
９億０１４７万円�
２２．５％�

消防費�
１億８７２９万円�
４．７％�

教育費�
４億９１０９万円�
１２．２％�

公債費�
３億９３０８万円�
９．８％�

衛生費�
２億６３３３万円�
６．６％�

農林水産業費 ９６３７万円 ２．４％商工費 ８０３７万円 ２．０％�

一 般 会 計 予算総額

��億�����万円

軽自動車税 １８３９万円 ０．７％�

町税�
の�
内訳�

町民税�
９億６９４３万円�
３４．３％�

固定資産税�
１７億４７９０万円�
６１．９％�

町たばこ税 ７６４０万円 ２．７％�
砂利採取税 １１００万円 ０．４％�
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特 別 会 計国民健康保険特別会計　予算総額 �億���万円

－安心して医療が受けられるために－

　この会計では、加入者の収入などにより保険税を出し合

い、病気やケガをしたときの医療費をはじめ出産一時金や

葬祭費等の費用を一部負担します。

　医療費は年々増え続け、保険給

付費は前年度比１１．２％増を見込み

ました。

　また、歳入の３７．７％を占める保

険税は介護保険分等で微増が見込

まれ、税全体では１．３％増を見込み

ました。

国民健康保険税�
３億４０９３万円�

保険給付費�
６億５３０６万円�

国・県支出金�
２億１８１４万円�

療養給付費交付金�
２億４１１５万円�

町繰入金 ７３４５万円�
その他 ２９４８万円�

歳 

出�

歳
入�

老人保健拠出金 １億３７７７万円�

総務費 ２４０１万円�
その他 ２７８３万円�

介護給付費納付金 ６０４８万円�

老人保健特別会計　   予算総額 �億�����万円

－高齢者医療・健康のために－

　この会計では、健康保険に加入している満

７５歳以上の方と、一定の障害のある満６５歳以

上の方の医療費を負担します。

　病気やケガ、歯の治療などの医療費の支払

いや医師が必要と認めたはり・灸・マッサー

ジなどの施術費などに支払われます。

　平成１４年の法改正により、受給対象年齢が

７５歳に引き上げられ対象者が減少しているこ

とから、医療費０．８％減を見込みました。

支払基金交付金�
３億３４０８万円�

医療諸費�
６億１１３４万円�

国・県支出金�
２億３０９４万円�

町繰入金 ５０６９万円�
その他 １万円�

歳 

出�

歳
入�

その他 ４３８万円�

介護保険特別会計　　予算総額 �億�����万円

－介護を社会全体で支えるために－

　この会計では、介護サービスの円滑な提供と保険給付を

行います。

　高齢になっても住み慣れたところで、自立した暮らしを

安心して送ることが出来るよう、本年度からは新たに予防

を重視した制度への転換を図るため、新予防給付、地域支

援事業の創設、ケアマネジメント体制の見直しなどをスタ

ートします。

　歳入では、第１号被保険者の保険料改定に伴い介護保険

料は４１．５％増を見込むとともに、新事業開始等に伴う支出

の増から予算総額は前年度比８．１％の増となりました。

介護保険料�
８９７４万円�

保険給付費�
４億１７３３万円�

支払基金交付金�
１億３０１０万円�

国・県支出金�
１億５４６２万円�

町繰入金�
１億４３６万円�

その他 １１１万円�

歳 

出�

歳
入�

地域支援事業費 ８０８万円�

その他 ３７８万円�

総務費 ５０７４万円�

下水道事業特別会計　予算総額 �億�����万円

－清潔で快適な生活を営むために－

　公共下水道は、毎日の生活

や社会活動によって排出さ

れる汚水をきれいにし、川や

海に戻すという役割をもっ

ています。

　本年度は宮原自治会坂本

地区の雨水幹線整備を進め

るとともに、下水管枝線工事

や汚水マス設置による利用

可能区域の拡大を図ります。

下水道整備費�
２億９５万円�

公債費�
３億８６５９万円�

町繰入金�
４億３０００万円�

町債�
９５４０万円�

その他 ６１９万円�

歳 

出�

歳
入�

負担金・使用料 ８８４１万円�
国・県支出金 ５３５０万円�

総務費 ７５９６万円�

その他 １０００万円�

企 業 会 計水道事業会計 －安全で安定した飲料水を供給するために－

　常時、安全な飲料水を利用者に供給するために、施設整備や維持管理に努め、かつ、効率的な経営に努めます。

また、災害に強いライフラインを確保するため、老朽管の更新事業等を実施します。

収 益 的 収 入

２億８，２７４万円営 業 収 益

６５６万円営業外収益

収 益 的 支 出

１億８，４３４万円営 業 費 用

８，７８６万円営業外費用

１，０００万円予 備 費

資 本 的 収 入

２，７８５万円負 担 金

８００万円他会計補助金

２，０００万円企 業 債

資 本 的 支 出

８，０７３万円建設改良費

７，９９３万円償 還 金

３００万円予 備 費
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平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
、
通
院
に
か
か

１８

る
医
療
費
無
料
化
の
対
象
年
齢
を
小
学
校
修

了
（　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

１２

　

日
）
ま
で
引
き
上
げ
ま
す
。

３１
　

近
年
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
町
で
は
、
家
計

に
占
め
る
小
児
医
療
費
の
割
合
の
高
さ
が
、

少
子
化
を
加
速
さ
せ
て
い
る
一
因
で
あ
る
と

の
考
え
か
ら
、
家
計
の
負
担
を
減
ら
し
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
た

め
に
、
町
独
自
に
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
、
対
象
年
齢
を
次

の
と
お
り
拡
大
し
ま
す
。

【
注
意
点
】

①
０
歳
〜
小
学
校
修
了
ま
で
の
方
で
も
、
県

外
病
院
の
受
診
や
医
療
証
を
忘
れ
て
受
診

し
た
場
合
な
ど
は
、
償
還
払
い
と
な
り
ま

す
。

②
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
医
療
証
を
発
行
し

ま
せ
ん
の
で
、
償
還
払
い
の
み
の
取
り
扱

い
と
な
り
ま
す
。

③
償
還
払
い
を
申
請
す
る
際
に
は
、領
収
書
、

認
印
、
保
険
証
、
振
込
先
の
通
帳
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
】

①
今
回
新
た
に
適
用
対
象
と
な
る
方
に
は
、

町
か
ら
申
請
書
等
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

記
入
押
印
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

②
制
度
改
正
前
よ
り
医
療
証
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
医
療
証
の
有
効
期

間
満
了
日
ま
で
継
続
し
て
利
用
し
、
有
効

期
間
満
了
日
ま
で
に
更
新
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
０
〜
２
歳
児
は
１
年
更
新
と

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
更
新
手
続
き
の
際
は
、
医
療
証
と

保
険
証
を
町
民
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

小
学
校
終
了
ま
で
医
療
費
を
無
料
化
し
ま
す

小
学
校
終
了
ま
で
医
療
費
を
無
料
化
し
ま
す�
小
学
校
終
了
ま
で
医
療
費
を
無
料
化
し
ま
す

小
学
校
終
了
ま
で
医
療
費
を
無
料
化
し
ま
す�
小
学
校
終
了
ま
で
医
療
費
を
無
料
化
し
ま
す�
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す�

！！�

子
育
て
を
応
援
し
ま
す�

！！�

【助成対象】

改 正 前
改 正 後
（平成１８年４月１日以降）

０ 歳 ～ ７ 歳 誕 生 月 末０ 歳 ～ 小 学 校 修 了通 院

０ 歳 ～ 中 学 卒 業０ 歳 ～ 中 学 卒 業入 院

（※１）医療機関窓口で、町から交付された医療証を提示することにより、保険適用分の医療費

が無料となります。

（※２）医療機関で一度支払い、領収書等を添えて町に申請を行い、後日保険適用分の医療費が

返還されます。

所 得 制 限助 成 方 法入 院通 院対 象 者

な し現物給付（※１）○○０歳～小学校修了

な し償還払い（※２）○×中 学 生

町
民
課　

保
険
医
療
班

�（
８
１
）１
１
１
４

問合せ
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子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
立
ち
上
が
っ
た
『
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員
』。
２
月

　

〜　

日
に
説
明
会
が
開
か
れ
、
い
よ
い
よ
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
が

２７

２８

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
員
は
、
地
域
で
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
声
か

け
を
行
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
員
を
見
か
け
た
時
は
、
元
気
よ
く

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員
始
動

子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員
始
動�
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員
始
動�

☆
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
声

▲中村地区のパトロール員（６３名）

▲井ノ口地区のパトロール員（６２名）

Ｑ.子ども安全パトロール員は
どんな服装をしていますか？

Ａ.現在、パトロール員は地域の方１２５名が
ボランティア登録されています。パトロ
ール時には、緑色のベストと腕章、笛を
着用しています。

笛

腕章

ベスト
（蛍光緑）

●
最
初
は
照
れ
て
い
た
子
ど
も
も
、
今

は
声
を
か
け
る
と
「
た
だ
い
ま
」「
あ

り
が
と
う
」
と
返
し
て
く
れ
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
が

励
み
に
な
る
。

●
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
顔
見
知
り
に
な

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の

つ
な
が
り
が
持
て
て
良
い
。

●
散
歩
中
に
誰
に
も
出
会
わ
な
い
こ
と

が
あ
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
員
が
外
に
出

て
、
人
目
に
付
く
こ
と
で
、
犯
罪
が

抑
止
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

●
下
校
時
間
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
全

て
を
見
守
る
に
は
、
一
人
で
も
多
く

の
人
の
協
力
が
必
要
だ
と
思
う
。

パ
ト
ロ
ー
ル
員
随
時
募
集
中

　

皆
さ
ん
も
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
自
分
の
で
き
る
時
間
、

で
き
る
地
域
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
。

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
防
災
環
境
課

ま
で
。 問合せ

防
災
環
境
課　

防
災
交
通
班

�（
８
１
）１
１
１
５

教
育
課　

庶
務
班

�（
８
１
）３
９
０
６
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東
海
地
震
は
、
事
前
に
予
知
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
る
、
東
海
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

で
す
。
気
象
庁
で
は
観
測
機
器
が
異
常
を
示

す
と
、
得
ら
れ
た
情
報
に
よ
り
危
険
度
を
決

め
、「
東
海
地
震
に
関
す
る
情
報
」
を
発
表
し

ま
す
。

　

神
奈
川
県
内
で
は
、
東
海
地
震
が
発
生
す

る
と
全
県
に
お
い
て
震
度
５
弱
以
上
の
揺
れ

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
西
部
の

一
部
で
は
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
中
井
町
を
含
む
県
西
部
地
域
８

市　

町
が
「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
」
に

１１
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
日
頃
か
ら
耐
震
補
強
や
家
具

等
の
固
定
、
飲
料
水
・
食
料
の
確
保
を
心
掛

け
、
震
災
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

●
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
●

平
塚
市
、
小
田
原
市
、
茅
ヶ
崎
市
、
秦
野
市
、

厚
木
市
、
伊
勢
原
市
、
海
老
名
市
、
南
足
柄

市
、
寒
川
町
、
大
磯
町
、
二
宮
町
、
中
井
町 
、

大
井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、
開
成
町
、
箱

根
町
、
真
鶴
町
、
湯
河
原
町

東
海
地
震

東
海
地
震
に
備
え
て

に
備
え
て�
東
海
地
震
に
備
え
て�

防
災
環
境
課　

防
災
交
通
班

�（
８
１
）１
１
１
５

問合せ

「
東
海
地
震
に
関
す
る
情
報
」は

3
段
階

①
東
海
地
震
観
測
情
報

観
測
さ
れ
た
現
象
が
東
海
地

震
の
前
兆
現
象
で
あ
る
と
直

ち
に
判
断
で
き
な
い
場
合

や
、前
兆
現
象
と
は
関
係
が

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
場
合

に
発
表
さ
れ
ま
す
。

②
東
海
地
震
注
意
情
報

観
測
さ
れ
た
現
象
が
前
兆
現

象
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ

た
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

③
東
海
地
震
予
知
情
報

（
警
戒
宣
言
発
令
）

東
海
地
震
の
発
生
の
お
そ
れ

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に

発
令
さ
れ
ま
す
。

低高 危 険 度危 険 度

●「
東
海
地
震
に
関
す
る
情
報
」へ
の
対
応
●

■
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
…

家
族
の
行
動
確
認

○
避
難
時
の
連
絡
手
段
や
避
難
場
所
を

決
め
ま
し
ょ
う

○
電
話
の
使
用
を
自
粛
し
ま
し
ょ
う

○
不
要
不
急
の
外
出
や
自
動
車
の
使
用

を
自
粛
し
ま
し
ょ
う

家
の
中
の
再
点
検

○
家
具
等
の
固
定
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
ょ
う

○
高
い
と
こ
ろ
の
物
を
下
ろ
し
ま
し
ょ

う
非
常
持
ち
出
し
品
を
再
点
検

○
飲
料
水
、
食
料
（
３
日
程
度
）
の
確

認
を
し
ま
し
ょ
う

○
毛
布
、
衣
料
品
、
ラ
ジ
オ
等
の
確
認

を
し
ま
し
ょ
う

■
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
ら
…

○
で
き
る
だ
け
火
を
使
わ
な
い
。
や
む
を

得
ず
火
を
使
う
場
合
は
、
そ
ば
に
い
て

十
分
注
意
す
る
。

○
ガ
ス
の
元
栓
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
バ
ル
ブ

を
閉
め
る
。

○
引
火
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
は
、
安
全

な
場
所
へ
移
す
。

町
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

☆
戸
別
防
災
行
政
無
線
の
配
布

町
で
は
、
災
害
情
報
の
確
実
な
伝
達
等

を
行
う
た
め
、
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
を
町
内
各

戸
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、

防
災
環
境
課
ま

で
問
い
合
せ
て

く
だ
さ
い
。

○
必
要
の
な
い
電
気
器
具
の
コ
ン
セ
ン
ト

は
抜
き
、
外
出
や
避
難
す
る
際
に
は
ブ

レ
ー
カ
ー
を
切
る
。

○
幼
児
や
病
人
な
ど
を
保
護
し
、
安
全
を

確
保
す
る
。

○
家
の
内
外
の
安
全
な
と
こ
ろ
で
地
震
に

備
え
る
。

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
で
情
報
確
認

○
正
確
な
情
報
を
知
り
ま
し
ょ
う

○
デ
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
冷
静
な
判
断
と
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
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■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
状
況

※
県
内
全
て
の
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

http://tow
n.nakai.kanagaw

a.jp/page/

gyousei/bousaikankyou/bousai.htm
l

東

海

道

線

小
田
急
小
田
原
線

東
海
道
新
幹
線

御

殿

場

線

大

雄

山

線

箱
根
登
山
鉄
道

藤

沢

駅

以

西

は

運

行

休

止

相
武
台
前
駅
以
西
は

運

行

休

止

全

線

運

行

休

止

電

気

ガ

ス

水

道

電

話

道

路

バ

ス

鉄

道

店
舗
等

銀

行

病
院
等

学

校

幼
稚
園

保
育
園
等

東
海
地
震
注
意

情
報
の
発
表
時

（
県
内
全
域
）

使
用
可
能

使
用
可
能（
利
用

者
が
増
え
る
と

通
話
規
制
が
取

ら
れ
る
）

平
常
ど
お
り
通

行
可
能

原
則
と
し
て
平

常
ど
お
り
運
行

原
則
と
し
て
平

常
ど
お
り
運
行

平
常
ど
お
り

営
業

平
常
ど
お
り

営
業

原
則
と
し
て
外

来
診
療
制
限

（
急
患
を
除
く
）

児
童
・
生
徒
等
の

安
全
を
考
慮
し
、

帰
宅
又
は
保
護

者
へ
引
き
渡
す

東
海
地
震
警
戒
宣
言
発
令
時

（
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
内
）

使
用
で
き
る
が
、
で
き
る
だ
け

使
用
し
な
い
（
電
気
は
事
前
に

分
電
盤
の
位
置
を
確
認
）

使
用
可
能
（
利
用
者
が
増
え
る

と
通
話
規
制
が
取
ら
れ
る
）

幹
線
道
路
な
ど
で
交
通
規
制

（
※
１
）

最
寄
り
の
安
全
な
バ
ス
停
等

ま
で
走
行
し
運
行
中
止

最
寄
り
の
安
全
な
駅
ま
で
運

行
し
以
後
運
行
中
止（
※
２
）

一
定
の
耐
震
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
店
舗
は
営
業
継
続

営
業
中
止

（
一
部
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
営
業
）

外
来
診
療
中
止

（
急
患
を
除
く
）

休
校
、
休
園

デ
ジ
タ
ル
式

デ
ジ
タ
ル
式�

地
域
防
災
無
線
の
運
用
開
始

地
域
防
災
無
線
の
運
用
開
始�

デ
ジ
タ
ル
式�

地
域
防
災
無
線
の
運
用
開
始�

　

町
で
は
、
災
害
時
に
備
え
て
、
昭
和　

年
５７

よ
り
移
動
式
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
、
運

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
経
年
劣
化
等
に
よ
る

通
信
不
備
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、こ
の
ほ
ど
、

新
た
に
デ
ジ
タ
ル
式
地
域
防
災
無
線
を
配
備

し
、
３
月
３
日
（
金
）
よ
り
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

同
無
線
の
導
入
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
双
方
向
通
信
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
正

確
な
情
報
収
集
・
伝
達
の
向
上
が
図
ら
れ
ま

す
。

▲親局（左）と携帯型移動局２基（右）

■
設
置
個
所

親
局　
　
　

１
局

中
継
局　
　

１
局

移
動
局　
　
　

局
７１

●
半
固
定
型
（
７
局
）

・
広
域
避
難
場
所

・
井
ノ
口
公
民
館

・
防
災
環
境
課

●
車
載
型
（　

局
）

１４

・
消
防
車
両

・
町
公
用
車

●
携
帯
型
（　

局
）

５０

・
自
主
防
災
会

・
町
消
防
団
役
員

・
足
柄
消
防
中
井
分
署

・
役
場

■
主
な
特
徴

●
最
大
７
回
線
で
の
通
信
が
可

能
。（
従
来
機
は
１
回
線
）

●
同
時
に
双
方
向
通
信
が
可
能
。

（
従
来
機
は
一
方
向
通
信
）

●
２
局
間
で
の
通
信
や
複
数
局
・

全
局
で
の
通
信
な
ど
、多
種
な

通
信
が
可
能
。

●
携
帯
型
移
動
局
の
重
量
は
約

３
０
０
ｇ

（
※
１
）
交
通
規
制
に
つ
い
て

　

概
ね
相
模
川
以
西
が
通
行
禁
止
区
域
（
車

両
通
行
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
地
域
）

と
な
り
、
概
ね
相
模
川
以
東
が
通
行
制
限
区

域
（
通
行
禁
止
区
域
内
方
面
へ
の
車
両
通
行

が
抑
制
さ
れ
る
地
域
）
と
な
り
ま
す
。

（
※
２
）
鉄
道
に
つ
い
て
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井ノ口上児童館�

宮原橋�

平成１８年４月１日�
供用開始区域�

宮上橋�

宮中橋�

宮向橋�

蓑笠神社�

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を�

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を�

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を�

〜
下
水
道
で
快
適
な
暮
ら
し
、
美
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
〜

〜
下
水
道
で
快
適
な
暮
ら
し
、
美
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
〜�

〜
下
水
道
で
快
適
な
暮
ら
し
、
美
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
〜

〜
下
水
道
で
快
適
な
暮
ら
し
、
美
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
〜�

〜
下
水
道
で
快
適
な
暮
ら
し
、
美
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
〜�

　

町
で
は
、
大
切
な
資
源
で
あ
る
地
下
水
の
水
質
を
守
る
と
と
も
に
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
公
共
下
水
道
の
普
及
に
取
り
組
み
、
順
次
利
用
地
域
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
位
置
図
に
示
さ
れ
た
地
域
が
新
た
に
下
水
道
供
用
開
始
区
域
（
公
共
下
水
道
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
）
と
な
り
ま
し
た
。
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、
速
や
か
な
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
下
水
道
課　

業
務
班

�（
８
１
）３
９
０
３

問合せ

■ 
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す

区
域
内
に
土
地
を
お
持
ち
の
方

・
受
益
者
と
は

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
は
、
汚

水
が
下
水
道
に
取
り
込
ま
れ
て
生
活
環
境
が

良
く
な
る
と
と
も
に
土
地
の
利
用
価
値
が
高

ま
り
ま
す
。
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
権
利
者

は
下
水
道
整
備
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
受
益
者
と
呼
ば
れ
ま
す
。

・
受
益
者
負
担
金
と
は

　

下
水
道
は
道
路
や
公
園
と
違
い
、
整
備
さ

れ
た
区
域
内
の
方
し
か
そ
の
恩
恵
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
建
設
費
を
公
費
だ

け
で
負
担
す
る
と
、
未
整
備
の
区
域
内
の
方

と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
受
益
者
に
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
、
下
水
道
の
整
備
を
促
進

し
よ
う
と
す
る
制
度
が
、「
受
益
者
負
担
金
制

度
」
と
い
い
ま
す
。
な
お
、
納
め
て
い
た
だ

く
受
益
者
負
担
金
は
、
対
象
と
な
る
土
地
に

つ
い
て
一
度
限
り
と
な
り
ま
す
。

・
負
担
金
を
納
付
す
る
方
は

　

今
年
度
対
象
と
な
る
の
は
、
４
月
か
ら
供

用
開
始
と
な
っ
た
区
域
内
（
位
置
図
参
照
）

の
土
地
所
有
者
で
す
。
対
象
者
に
は
、
４
月

上
旬
に
町
よ
り
「
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告

書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

の
う
え
期
限
内
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
土
地

に
地
上
権
や
借
地
権
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
権

利
者
が
受
益
者
と
な
る
場
合
に
は
、
所
有
者

と
権
利
者
そ
れ
ぞ
れ
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
受

益
者
負
担
金

の
納
付
は
６

月
か
ら
と
な

り
ま
す
。
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区
域
内
に
建
物
を
お
持
ち
の
方

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
汚
水
を
下
水

処
理
場
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
を

「
処
理
区
域
」
と
い
い
、
処
理
が
開
始
さ
れ

た
後
は
次
の
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

①
く
み
取
り
便
所
は
水
洗
便
所
に

　

下
水
道
法
第　

条
の
３
に
基
づ
き
、
く
み

１１

取
り
便
所
は
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造

し
、
公
共
下
水
道
へ
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

②
し
尿
浄
化
槽
の
廃
止

　

汚
水
は
下
水
処
理
場
で
処
理
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
排
水
管
や
そ
の
他
の
排
水

施
設
の
設
備
を
遅
滞
な
く
設
置
す
る
と
と
も

に
、
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
公
共
下
水
道

へ
直
接
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
台
所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
出
る
生
活
排
水

も
公
共
下
水
道
へ

　

台
所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
出
る
生
活
排
水

も
排
水
設
備
を
設
置
し
て
、
公
共
下
水
道
へ

流
入
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
ご
利
用
く
だ
さ
い
助
成
制
度

　

排
水
設
備
の
設
置
費
用
が
大
き
な
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
町
で
は
供
用
開

始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
工
事
を
行

い
、
か
つ
一
定
条
件
を
満
た
し
た
方
へ

次
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
無
利
子
貸
付

工
事
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

貸
付
限
度
額
は　

万
円
、
償
還
期
間
は
３

５０

年
以
内
で
、
元
金
の
み
を
返
済
す
る
も
の

で
す
。

○
奨
励
金
の
交
付

供
用
開
始
か
ら
一
定
期
間
内
に
行
わ
れ

た
工
事
に
対
し
、
一
定
金
額
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

・
１
年
以
内　

３
万
円

・
２
年
以
内　

２
万
円

・
３
年
以
内　

１
万
円

※
利
用
で
き
る
制
度
は
、
ど
ち
ら
か
一
つ
で

す
。
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
排
水
設
備
の
設
置
は
指
定
工
事
店
で

　

排
水
設
備
の
工
事
が
不
完
全
だ
と
、

汚
水
が
流
れ
な
か
っ
た
り
悪
臭
が
発
生

し
た
り
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
工
事
は
町
が
指
定
す
る

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定

工
事
店
は
工
事
の
ほ
か
必
要
書
類
の
作

成
や
町
へ
の
手
続
き
も
代
行
し
ま
す
。

工
事
費
な
ど
は
敷
地
条
件
や
工
事
の
規

模
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
工
事

店
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
工
事
終
了
後
、
町
が
工
事
完

了
検
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
設
置
完

了
後
の
管
理
は
個
人
で
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

� �������������������������������������������������������������������������������������������

電
話
相
談
お
受
け
し
ま
す
（　

時
間
・
年
中
無
休
）

２４

な
か
い
ま
ち
健
康
相
談　
��

　

町
で
は
、
町
民
だ
れ
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
健
康
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。　

時
間
・
年
中
無
休
で
医
師
・

２４

保
健
師
・
看
護
師
が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

①
健
康
・
医
療
・
介
護
・
育
児

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

②
夜
間
・
休
日
の
医
療
機
関
等

の
案
内

③
専
門
病
院
・
リ
ハ
ビ
リ
病
院

な
ど
の
医
療
機
関
情
報
の

提
供

④
介
護
・
福
祉
情
報
の
案
内

町
民
課　

保
険
医
療
班

�（
８
１
）１
１
１
４

問合せ

利
用
で
き
る
内
容

①
上
記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

②
電
話
が
つ
な
が
っ
た
ら
、
名

前
と
年
齢
を
告
げ
て
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。（
匿
名
可
）

利　

用　

方　

法

例
え
ば
、こ
ん
な
時
…

・
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ

て
、精
神
的
に
ま
い
っ

て
い
る
。

・
不
意
の
ケ
ガ
で
応
急

処
置
を
知
り
た
い
。

・
真
夜
中
の
急
病
で
誰

に
も
連
絡
で
き
な
い
。

・
家
族
の
介
護
の
こ
と

で
相
談
し
た
い
。

� ����������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������

�������������
フリーダイヤル なかいコール　　・　　　　���日

●携帯電話からの利用はできません。　　　　　　　　　　（通話料・相談料無料）
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参
加
し
た
約　

名
の
小
学
生
は
、
蛍
の
幼

８０

虫
の
放
流
を
し
た
後
、
班
ご
と
に
分
か
れ
て

野
鳥
観
察
を
し
て
い
る
間
に
す
っ
か
り
仲
良

く
な
り
、
二
宮
町
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
高
校

生
が
企
画
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

で
は
、
寒
さ
も
忘
れ
て
、
公
園
内
を
走
り
回

っ
て
い
ま
し
た
。
２
月
の
寒
空
の
中
、
公
園

内
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
、
暖
か
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�

　

２
月　

日
（
土
）
厳
島
湿
生
公
園
で
、

１８

自
然
体
験
を
通
し
て
、
中
井
町
と
二
宮

町
の
小
学
生
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
は
、
自
然
の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
と
葛
川
で
結
ば
れ
た
両
町
の
交

流
を
図
る
目
的
で
、
両
町
の
子
ど
も
会

育
成
指
導
者
連
絡
協
議
会
が
共
催
し
ま

し
た
。

� �����������

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

３
月
３
日
（
金
）、
卒
業
を
間
近
に
控
え

た
中
井
中
学
校
３
年
生　

名
が
、
地
域
奉

９２

仕
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
、
卒
業
後
も
生
徒
た
ち
が
関
わ
っ
て
い

く
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
奉
仕
的

精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
初

め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
に
分
か
れ
て
、
自
治
会
館
や
公
園
、
児

童
館
な
ど　

施
設
で
、
清
掃
や
整
頓
作
業

１２

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
に
立
ち
合
っ

た
自
治
会
長
さ
ん
か
ら
は
、「
中
学
生
と
地

域
の
関
わ
り
が
持
て
る
機
会
が
少
な
い
の

で
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
。」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

２
月　

日
（
火
）
井

２１

ノ
口
公
民
館
で
、
第
２

回
台
湾
料
理
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年　
１２

月
に
行
わ
れ
た
第
１
回

の
好
評
を
受
け
て
開
催

さ
れ
た
今
回
は
、　

名
２０

の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
台
湾
の
家

庭
料
理
５
品
を
作
り
、

で
き
あ
が
っ
た
料
理
を

口
に
す
る
と
、
自
然
と

顔
が
ほ
こ
ろ
び
、
笑
顔

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
ほ
か

の
台
湾
料
理
も
作
っ
て

▲境コミュニティーセンターの
清掃作業に取り組む生徒たち

� ����������������������

み
た
い
」
と
の
声
も
上
が
り
、
台
湾
料
理
の

お
い
し
さ
が
十
分
に
味
わ
え
た
教
室
と
な
り

ま
し
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

� ����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	



▲宮原自治会館の清掃作業に取り組む生徒たち
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３
月　

日
（
日
）
井
ノ
口
公

１２

民
館
で
、
第
８
回
公
民
館
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。日
頃
、

同
公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
サ

ー
ク
ル
に
よ
る
芸
能
発
表
や
作

品
展
示
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

芸
能
発
表
会
場
で
は
、
大
正

琴
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
、　

団
１５

体
に
よ
る　

演
目
の
発
表
が
あ

５６

り
、
用
意
さ
れ
た
約
２
０
０
席

の
観
客
席
が
終
始
満
席
と
な
る

ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
陶
芸
や
書
道
、
写
真
な

ど
の
作
品
展
示
会
場
で
は
、
そ

の
見
事
な
出
来
栄
え
に
来
場
者

は
目
を
奪
わ
れ
、
レ
ザ
ー
ク
ラ

�

�
�
�
�
�
�
�
	



　

２
月　

日
（
土
）、
町
の
文
化
財
や

１８

遺
跡
な
ど
を
訪
ね
歩
く
「
平
成　

年
１７

度
中
井
町
文
化
財
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

名
の
参
加
者

２５

は
、
文
化
財
保
護
委
員
に
よ
る
解
説

を
受
け
な
が
ら
、
井
ノ
口
上
地
区
に

あ
る
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
址
郡
が

発
掘
さ
れ
た
「
井
ノ
口
墓
の
前
遺
跡
」

や
、
井
ノ
口
の
地
名
の
起
源
と
さ
れ

る
「
井
源
（
せ
い
げ
ん
）」
な

ど
を
訪
ね
ま
し
た
。

� �����������������������������������

フ
ト
や
押
し
花
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

楽
し
み
な
が
ら
体
験
作
業
に
取
り
組
む
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
静
か
な

図
書
室
で
は
、
大
き
な
絵
本
を
使
っ
た
お

は
な
し
会
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
ば
か
り
は

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
で
、
と
て
も
に
ぎ

や
か
な
図
書
室
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
（
木
）
井
ノ
口
幼
稚
園
で
、「
じ

ゃ
が
い
も
植
え
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児

た
ち
は
、
毎
年
、
じ
ゃ
が
い
も
や
サ
ツ
マ
イ

モ
、
い
ち
ご
、
大
根
な
ど
を
畑
で
育
て
て
、

生
き
る
力
を
肌
で
感
じ
、
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
大

野
さ
ん
ご
夫
妻
の
指
導
に
よ
り
、
園
児
た
ち

が
約　

キ
ロ
の
じ
ゃ
が
い
も
を
一
つ
ず
つ
畑

１０

に
植
え
ま
し
た
。
６
月
に
は
、
育
っ
た
じ
ゃ

が
い
も
を
使
っ
て
、
井
ノ
口
地
区
の
老
人
会

の
方
達
と
一
緒
に
カ
レ
ー
作
り
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

同
幼
稚
園
で
は
、
同
老
人
会
の
方
達
と
の

カ
レ
ー
作
り
や
餅
つ
き
を
通
し
て
、
園
児
た

ち
と
地
域
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

▲絵本の話に夢中になる子どもたち
（おはなし会）

▲華麗なステップを披露するダンスサークル「青葉ステップ」

▲墓の前遺跡（井ノ口新県道沿い）を
見学する参加者



広報なかい4月号　14

　

俳
句
同
好
会
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私
は
、
郵
便
局
で
集
配
の
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
日
頃
、
交
通
事
故
を
見
か
け
る
事

が
多
々
あ
り
ま
す
。
車
を
運
転
す
る
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
、「
ひ
・
や
ー
」
と
思
っ
た
事
が

何
度
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
交
通
事
故

に
な
れ
ば
、
人
身
事
故
に
及
び
、
人
生
設
計
を

く
る
わ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今

は
、
ど
の
職
場
で
も
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
危
険
予
知

訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、「
だ

ろ
う
運
転
」
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
前
に

危
険
を
察
知
す
る
事
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

お
互
い
、
交
通
法
規
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

次
号
は
、
下
井
ノ
口
自
治
会
の
５
組
組
長
、

山
口
伸
一
さ
ん
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 ���

題名「林道」
飯田みよ子（遠藤）

墨絵教室同好会

　

澪
短
歌
会
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短
歌
同
好
会
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�
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「
ひ
・
や
ー
」

好
き
な
こ
と　

　

旅
行

 
大
野 
雅
彦

    

さ
ん

お
お
の 

ま
さ
ひ
こ

（
下
井
ノ
口
）
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改善センター図書室  �８１－３９０７ 井ノ口公民館図書室  �８１－３３１１

「国定忠治」

 津  本 　 陽   （新潮社）
つ もと よう

いまだ庶民に愛される悪党は
いかにあったか。体�肥満し
て、二十貫にちかい。肥えて
いるといっても全身岩のよう
な固い筋骨に覆われている。
身ごなしがきわめてすばや
く、歩行は飛ぶようで、一日
二十里歩いても平気だと広言
していた。

「Presents」

小説：角
かく

    田  光  代 
た みつ よ

絵：松   
まつ

 尾 たいこ（双葉社）
お

　新しい生活がスタートする４
月。様々なプレゼントが贈られる
のでは？プレゼントとしてもらうも
のって品物以上にそのプレゼン
トに込められた相手の気持ちに
感動するものです。品物はいつ
かなくなってしまっても贈られた

記憶、贈ってくれた人の気持ちは変わらずに自分を支えてく
れる…心温まる珠玉の短編集。

�����

▲今年も相模人形芝居（人形浄瑠璃）が上演されます

（日） 蓑笠神社例大祭４９

▲祭りのクライマックス（中村川への川入り）

（土） 五所八幡宮例大祭４２９

�
サ
ー
ク
ル
フ
ァ
イ
ル

☆
掲
載
希
望
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
に
「
サ
ー
ク
ル
フ
ァ

イ
ル
」
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
掲
載
す
る

事
で
、
人
の
交
流
や
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
情
報
や
仲
間
の
募
集
な
ど
、

掲
載
し
た
い
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

掲
載
内
容

・
団
体
名

・
活
動
内
容
、
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
（
３
５
０
字
程
度
）

・
活
動
日
、
活
動
場
所

・
写
真
１
枚

・
問
合
せ
先　

な
ど

申
込
方
法

掲
載
希
望
の
団
体
は
、

　
　

企
画
課
�（
８
１
）１
１
１
２

　
　
　
　
　
　
　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
掲
載
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
広
報
発

行
者
の
判
断
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
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平成１８年３月１日現在（前月比）

世帯数　　３，２２８世帯（＋４１）

人　口　 １０，１４９人　（＋３４）

　男　　　５，１５２人　（＋１８）

　女　　　４，９９７人　（＋１６）

　　国民健康保険税　　　第１期分
　　上下水道使用料　　  ２・３月分

納期限は５月１日（月）です

☆お支払いは便利な口座振替をご利用ください

問合せ
町民課　保険医療班　　　�８１－１１１４
上下水道課　業務班　　　�８１－３９０３

　このイ－スタンリ－グ公式戦は、町民の皆さんがプロ野球の楽しさや面白さを身近で感じ、プロ野球選手との交流
を通じて、野球を身近に体験する場を提供する目的で、中井町・中井町教育委員会が後援して開催します。
　開催にあたり、みなさんのご理解ご協力をお願いします。当日は、ご近所お誘い合わせのうえご来場ください。
たくさんの方のお越しをお待ちしています。

イイイイイイイイイイイイイイイイーーーーーーーーーーーーーーーーススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタンンンンンンンンンンンンンンンンリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーググググググググググググググググイースタンリーグ
55555555555555555／／／／／／／／／／／／／／／／／66666666666666666 （（（（（（（（（（（（（（（（土土土土土土土土土土土土土土土土（土）））））））））））））））））開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催開催 ！！！！！！！！！！！！！！！！！
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